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干渉計による高速翼列実験

玉　木　　章　　犬

　ゾみッ1エニジソなどに用いる軸流圧縮機では翼に相

冠的な流入速度が音速に近つ幽ので，翼面上に超音速の

部分ができて衝撃波力：発生L，二のため性育彦が悪：なる

tcれがおる、二の問題を研究するには翼列を風洞の吹

出口にならべて，そのまわりの流れをしらべる必要があ

るが，ピトー管やヨーメーターを用いる通常の方法では

実験に多大の労力と時間を要する，干渉計を用いれば，

流れの場全体の密度分布が一度に写真に撮影されるから

実験時聞が節約さオt，継続時間の短い吹出風洞でも問二

合うことになる．
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からの委託研究としてこの方法にょる翼列の研究を行っ

てきた，詳細の報告は後にゆずるとして，．二こに概略を
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　　　　　第11刈　　翼列風洞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一対の側

壁の間隔はネジAの微動によりて，翼列の問隔，姿勢

に応じて5－13emにnj　””られる．また出口附近の壁は
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第2図翼の支持法
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を取除き〔）るように変形「一、二rZ．空気はユ01n3，ユO　attn

のttソクから繊給ざれ，バ7」ブ　開亨を加減し〈集合筒

．ヒ流の圧力を1．3～1．7atmに1節一bる二と、　L・て，

翼列上流の一r）ソハ数M1をO，6－0．9　変えらボる・

　翼列には6枚の翼を用1．・プニ，翼幅エ3．7cm．弦長は2

cm　　－e弁、る，　翼の麦持法を第2図　1示す・　翼ノ）最一大こ厚図1

近）円柱形の突起を厚さ1．5mmのErw（窓酷内面に

固定さAiる）；差し込み，前縁廓の張り出しに穿・た小

孔にヒ’ア／線を通し，これに外rM　O．8mmの厘い注身1針

をか、　　る．こ・）a．射針は翼間隔を衡ξ〆）役を→一る‡　．つで1

一番端の紛はピアノ線に固定．．・・．／，ピア／線項’引張る

；とによって翼列のr・　Ct・b’一角［（いちバ角1を変え

る二とit．ぎる．迎角ヴ）変更は窓枠・回駄にょ，こ行わ

れる，

　気洗ゾ測定には鎮面の直F10cm　・’．〉マツ．ハ・渥ンガ

ー干渉計を用い，窓カラスと補償ガラスには厚さ17m皿

の光学がラス板を用いた．光源はマゲスシウよを電極」二

する火花で，2枚の7屈しα一舜重ねて4481A　11色

光と1二．
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20．1）場合である．写真の縞け等密度礫YあL，幸すLの

で，気流は断熱的と考えてよいか．㍉　．ニナは等FE線おる

いは等速線とみでよい，矢印を付｛一＿線．内側ば卿上

流より4負圧、外側は正圧』「　、る・；a，では翼面．一短い

園撃波がみられるカ，二れは流記を悪化させてはいない・

そして翼列を経て圧力が上昇「一るニヒが写真プP，　4，明ら

かである．Lb／では2本ノ）画撃波レあって硫九が劉離し、

後の流れが乱れている．このよiな状態になると転向角

疏入，流出方向のなす角）D急に小さくなる．まt写真

だけからは明らかでないが，静圧管による圧力の実測に

よると翼列上流の圧力ば下流より、ノ・えッて高くなってい

る．　〔1955．7．6♪
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　　　　第3図翼列付近の等密腰線
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